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【提出日】平成21年8月18日(2009.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　図１に例証されたナノスフェア成分１０には、実質的にオイルに不溶性のコア１２およ
びコアに結合した油溶性のコロナ１４が含まれる。ナノスフェア成分のコア１２は、光架
橋が可能なポリ（２－シンナモイルオキシアルキルアクリレート）、あるいはポリ（ヒド
ロキシルアルキルアクリレート）のヒドロキシル基またはＰＨＡＡと塩化シンナモイルと
の反応によって作られたＰＣＡＡブロックから得られる。コア１２のガラス転移温度は、
ヒドロキシアルキルアクリレートの一部と塩化オクタノイルを反応させることによって調
整され、ポリ［（２－シンナモイルオキシエチルアクリレート）－ｒａｎ－（２－オクタ
ノイルエチルアクリレート）］のようなポリ［（２－シンナモイルオキシアルキルアクリ
レート）－ｒａｎ－（２－オクタノイルアルキルアクリレート）］、あるいは以下の化学
式で例証されるＰ（ＣＥＡ－ｒ－ＯＥＡ）が得られる：
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
【化１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
例１：Ｐ（ＥＸＡ－ｒ－ｔＢＡ）－ｂ－ＰＨＥＡの合成
　コロナ１４を供給するポリマーＰ（ＥＸＡ－ｒ－ｔＢＡ）－ｂ－ＰＨＥＡの基礎集合は
、Ｐ（ＥＸＡ－ｒ－ｔＢＡ）－ｂ－Ｐ（ＨＥＡ－ＴＭＳ）を加水分解することによって調
製される。ここでＰ（ＨＥＡ－ＴＭＳ）とはポリ（２－トリメチルシリルオキシエチルア
クリレート）を意味する。Ｐ（ＥＸＡ－ｒ－ｔＢＡ）－ｂ－Ｐ（ＨＥＡ－ＴＭＳ）は、Ｐ
ＢＡ－ｂ－（Ｐ（ＨＥＡ－ＴＭＳ）の生成のための原子移動ラジカル重合（ＡＴＲＰ）プ
ロセスによって合成される。ここで、ＰＢＡとはポリ（ブチルアクリレート）を意味する
。開始システムには、メチル－２－ブロモプロピオネート（ＣＨ３ＣＨＢｒＣＯ２ＣＨ３
）、臭化銅（Ｉ）、および化学式（（ＣＨ3)2ＮＣＨ2ＣＨ2)2ＮＣＨ3のＮ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ
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″，Ｎ″－ペンタメチルジエチレントリアミン（ＰＭＤＥＴＡ）が含まれる。
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